
の教室･行事予定 

西条市人権教育協議会・西条市人権擁護課 

 令和元年 12月、市民 2,000名（無作為抽出、20歳以上）

対象に、「令和元年度人権問題に関する市民意識調査」（西

条市市民生活部人権擁護課・西条市人権教育協議会、27

問：小問を入れて 48問）を行いました。 

 部落問題（同和問題）について、約７割の人が、義務教

育終了までに「知った」と回答しています。特に、５０歳

代までは、「授業で知った」という回答が最も多く、６０

歳代以上は「家族から知った」という回答が多くなってい

ます。つまり、５０歳代までの人は、学校教育の中の人権・

同和教育で知ったという人が多いと思われます。 

 昭和４０年、同和対策審議会答申が出されると、「同和

問題の解決は国民的課題」「同和問題の解決は行政の責務

である」ことなどが明確化されました。 

 昭和４７年、わが国の義務教育史上はじめて、N社の中

学校教科書に部落問題に関する記述がなされ、人権・同和

教育における部落問題学習の重要性、不可欠性が認識され

るようになりました。それ以来、学校教育において人権・

同和教育が本格的に行われるようになりました。 

 人権・同和教育は、「あらゆる人権問題、差別問題」「部

落問題」を「正しく知る」こと、そして、「部落問題をは

じめとする様々な人権問題を解決」するための「人権感覚

と人権意識」を育てることに目的があります。特に、「部

落問題学習」においては、単に「部落問題」を教えるので

はなく、「正しく知り、理解する」ことが望まれます。 

 社会教育等においても、「研修会」「学習会」「懇談会」

等の機会を通して、「学び直し」をして、人権感覚・人権

意識の再点検をしていきたいものです。 

「令和元年度 人権問題に関する市民意識調査」より:その③ 

      

 

 

        

  

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日  曜 教 室・行 事 等     

4 月 仕事始め 

6 水 フォークダンス（10:00～12:00） 

8 金 
健康体操（13:30～15:30） 

南子ども会（19:30～21:00） 

9 土 詩吟（19:00～21:00） 

11 土 成人の日 

12 火 茶道（13:30～15:30） 

15 金 
健康体操（13:30～15:30） 

南子ども会（19:30～21:00） 

18 月 健康･太極拳教室（14:00～15:30） 

20 水 
フォークダンス（10:00～12:00） 

健康相談（13:30～15:30） 

22 金 
健康体操（13:30～15:30） 

南子ども会（19:30～21:00） 

23 土 
新春かるた･お手玉大会（10:00～11:30） 

詩吟（19:00～21:00） 

25 月 健康･太極拳教室（14:00～15:30） 

26 火 茶道（13:30～15:30） 

29 金 
健康体操（13:30～15:30） 

南子ども会（19:30～21:00） 

 

【日 程】１月１２日（火）～３０日（土） 

【場 所】大町会館 玄関ホール 

【提 供】「籐工芸教室」のみなさん 
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西条市福武甲１６４４番地１ 

  TEL・FAX ５５－５３９３  

    ｅメール 

 omachikaikan@saijo-city.jp 

    

一人で悩まないで、まずはお気軽にご相談ください。 

ここ大町会館（隣保館）は、人と出会い、交流、

つながる場です。偏見や差別、排除のない多様な生

き方やこれからの社会の在り方を語り合う場です。 

人と人がつながり合う社会に関心がある方、何かを

始めたいと思っている方、お気軽にお立ち寄りくだ

さい。ご心配事、悩み事など各種相談、お申込み･お

問い合わせは、西条市大町会館（☎0897－55－

5393）まで、お気軽にご相談ください。 

第 249回 会館ミニ展示会 

開館時間： 平日 8：30～17：00 

       土曜日 8：30～12：00 

土曜日の午後、日曜日、国民の祝日、年末 

年始（12/29～1/3）は閉館しています。 

～毎月 10日は人権を考える日～ 

『籐工芸 作品展』 

新年あけましておめでとうございます。 

旧年中は、大町会館の運営や活動に対しまして様々なご支援ご協力を賜り、誠にありがと

うございました。本年も地域住民の福祉の向上や地域に密着した開かれたコミュニティー

センターとして、人と人とがつながり、笑顔が絶えない住みよいまちづくりに向けて取り

組んでまいりますので、よろしくお願いいたします。 

新型コロナウイルス感染症の一日も早い終息を願うとともに、皆さまのご健康とご多幸

を心からお祈り申しあげます。 

 大町会館職員一同 

瓶ヶ森から石鎚山を望む・瓶壺 



      だいこん、にんじん、れんこん、なんきんなど、❝ん❞のつく食べ物を 

食べると「運がつく」とか「根（こん:気力）がつく」という言い伝えがある 

そうです。ということで、大根・人参・蓮根を使った根菜のうま煮を含む 

全５品の料理をつくりました。コロナ感染予防の対策を講じた上で、 

ささみフライの 
ドレッシングかけ 

おすまし 
（菊花豆腐） 

秋の炊き込みご飯 

根菜の 
うま煮 

こねたり、のばしたり、丸めたりして成型し、オーブンで 

焼き上げ、ハムエッグパンとキューブパンの２種類のパンが 

パンは格別の味がしました。 ごちそうさまでした！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １２月１２日（土）、神戸コスモス子ども会でクリスマスリースづくりをしました。 

当初の計画ではクリスマスケーキを作る予定でしたが、コロナ禍を考慮し、リースづくりに変更しま

した。地域の方々がかずらでリースを作ってくださり、装飾用に赤いモチノキの実や白いナンキンハ

ゼの実、緑色のひいらぎやヒバの葉、茶色の松ぼっくりなど、色とりどりの自然の材料を準備してく

ださっていました。子どもも大人も一人ひとりが思い思いの飾りつけを楽しみながら、オンリーワン

のクリスマスリースを仕上げました。完成したリースを手にみんなで記念撮影をしました。 

 初めてのリースづくりでしたが、子どもたちにとって大変貴重な体験となりました。 

                             ご協力いただいた地域の皆さま、

小・中学校の先生方、ありがとう

ございました。 

 １２月８日（火）、令和２年度第２回健康教室を開催しました。 

 今回は、済生会西条病院いしづち苑介護福祉士の工藤洋子さんを講師にお迎えして、『在宅介護～

ホームヘルパーが伝える介護のコツ～』について教えていただきました。 

訪問介護ヘルパー事業とは病気や加齢によって日常生活に支障のある高齢者や障がい者の家庭を

訪問し、生活援助や身体介護を提供する事業のことです。在宅サービスの種類としては、訪問介護、

訪問入浴介護、訪問リハビリテーション、訪問看護、居宅療養管理指導があります。具体的には、入

浴、排せつ、食事等の介助などの「身体介護」と調理や洗濯、掃除等の家事といった「生活援助」を

行うサービスです。ヘルパーさんは、住み慣れた自宅でできるだけ自立した生活ができるように支援

する国家資格をもった介護福祉士です。明るい笑顔をお届けしますので、安心してご利用くださいと

素敵な笑顔が印象的でした。ご参加いただいた皆さま、ありがとうございました。 

令和２年度第１回ふれあい料理教室は、池内祥子さんを講師にお迎えして、 

深まる秋の日に、季節の食材を使った家庭料理を作りました。 

久しぶりの料理教室を楽しみました。 

かぶと柿の酢の物 

第２回目は、 

・ハムエッグパン 
・キューブパン 

リクエストにお答えして 

パン教室を開催しました。 

参加者の中にはパンづくりは初めてという方もいましたが、 

講師の土井沙織さんの丁寧な説明を聞きながら、パン生地を 

完成しました。形は少しずつ違ったけれど、焼き立てホヤホヤの 

ホヤホヤの 

 

ふれあい料理教室 

を開催しました。 

【日 時】 令和３年 １月２３日（土） 

      １０:００～１１:３０ 

【場 所】 大町会館 ２階大会議室 

人権かるたやお手玉など昔の遊びを通して、小･中学生や地域の皆さんとの交流を

深め、人権について考えるよい機会にしたいと思います。 

ぜひご参加ください。 


